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鹿児島の
風土が生んだ遺産

そ
お
鹿
児
島
農
協

財
部
支
所
石
蔵
倉
庫

石蔵倉庫

倉庫内に残る落書き
※現在は見学できません。
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そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合
財
部
支

所
敷
地
内

Ｊ
Ｒ
財
部
駅
か
ら
南
西
方
向
、
そ

お
鹿
児
島
農
協
財
部
支
所
の
敷

地
内
に
あ
る
石
蔵
の
倉
庫
で
す
。 

昭
和

７
年
に
財
部
産
業
組
合
が
米
の
保
管
倉
庫

と
し
て
建
設
し
、
平
成
11
年
ま
で
、
長
く

政
府
指
定
倉
庫
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
石
造
平
屋
建
、
切き
り

妻つ
ま

造づ
く
り、
瓦
か
わ
ら
葺ぶ
き
で

建
築
面
積
は
３
１
９
㎡
。
溶よ
う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

を
用
い
た
頑
丈
な
建
造
物
で
す
。

　

倉
庫
内
の
天
井
に
は
、
太
平
洋
戦
争

時
の
航
空
機
を
思
わ
せ
る
落
書
き
が
残

り
、
現
在
で
も
倉
庫
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
正
10
年
、
農
産
物
の
価
格
安
定
を

目
的
と
し
た
米べ
い

穀こ
く

法ほ
う

の
制
定
に
よ
り
、

個
人
取
引
で
あ
っ
た
農
産
物
を
政
府
指

定
倉
庫
で
保
管
・
管
理
す
る
た
め
、
各

地
の
農
業
従
事
者
は
組
合
を
設
立
し
、

政
府
の
援
助
を
受
け
て
、
い
た
る
所
に

農
業
倉
庫
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
石
造
物
に
は
、
古
く
か
ら
溶

結
凝
灰
岩
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
溶
結
凝
灰
岩
は
火
山
の
噴
火
に
よ
る

火
砕
流
堆
積
物
が
分
厚
く
堆
積
し
、
熱

と
圧
力
で
変
成
し
た
、
や
や
軟
質
で
加

工
が
容
易
な
岩
で
す
。
市
内
で
も
、
約

33
万
年
前
の
加か

久く

藤と
う

カ
ル
デ
ラ
火
砕
流

堆
積
物
、
約
11
万
年
前
の
阿あ

多た

カ
ル
デ

ラ
火
砕
流
堆
積
物
、
約
３
万
年
前
の
姶

良
カ
ル
デ
ラ
火
砕
流
堆
積
物
が
そ
れ
ぞ

れ
厚
く
堆
積
し
、
溶
結
凝
灰
岩
の
露
頭

が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
石
蔵
倉
庫
に
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ

由
来
の
溶
結
凝
灰
岩
が
用
い
ら
れ
、
建

造
か
ら
90
年
近
く
経
っ
た
現
在
で
も
安

定
し
た
姿
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
事
か
ら
「
国
の
歴
史
的
景
観

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
、

国
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
に
残
る
石
塔
・
田
の
神
・

古
墓
と
い
っ
た
文
化
財
に
も
溶
結
凝
灰

岩
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
九
州
の

特
徴
的
な
地
質
が
生
ん
だ
溶
結
凝
灰
岩

は
、
生
活
や
文
化
に
大
き
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。


